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ニーズ調査結果からみた 

現行計画の施策の課題 
 

ニーズ調査結果からみた館山市の子育て支援の課題を基本目標別にみると、以下の通りで

す。財政的な制約などから、対応が難しい内容もありますが、可能な限り改善に努めること

が求められます。 

 

基本目標１ 就学前の教育・保育の環境づくり 

 

 

 

 

 

〔ニーズ調査からみた課題〕 

 

平日の保育終了時間について 

 

◆市内の保育園・こども園（長時間児）の平日の保育終了時間は、私立２園が 19 時または

19時半、公立６園・私立２園が 18時または 18時半となっているが、18時台では早す

ぎという自由意見が複数みられる。その理由として、「お迎えが間に合わないことがある」

という余裕のなさや、「フルタイムで働くことができない」、「残業ができない」など、仕事

の幅に制限が出ていることを挙げている保護者が多い。 

 

⇒19時までの保育希望者の受け入れ先について、私立２園で充足していない可能性がある。 

 

 

土曜・日曜・祝日の保育について 

 

◆市内の保育園・こども園（長時間児）の土曜の保育終了時間は、私立３園が 18 時台また

は 19 時台、公立６園・私立１園が 12 時半となっているが、土曜日に仕事をしている方

から、平日と同じ時間帯を希望する自由意見が複数みられ、保育サービスを併用して対応

しているという意見もあった。また、市内の保育園・こども園で日曜・祝日の保育を実施

している園がなく、日曜・祝日に就労している方や求職中の方から、「仕事ができない」と

いう意見があった。 

 

◆教育・保育施設の利用希望について、土曜日は「ほぼ毎週利用したい」が 14.0％、「月に

１～２回は利用したい」が 27.8％、日曜・祝日は、「ほぼ毎週利用したい」が 5.1％、「月

に１～２回は利用したい」が 21.4％。 

 

⇒平日と同じ時間で土曜保育を実施している私立３園で充足していない可能性がある。また、

日曜・祝日の保育ニーズへの対応が求められる。 

 

 

■基本施策 

①就学前の教育・保育の充実 

②教育・保育サービスの質の向上 

■基本目標１ 

就学前の教育・保育の環境づくり 
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幼稚園の有料預かり保育について 

 

◆公立幼稚園における預かり保育については、北条幼稚園で午前は７時半から、午後は 18
時まで実施。時間の延長や、すべての幼稚園で実施してほしいという自由意見があった。
その理由として、「フルタイムで働くことができない」など、仕事の幅に制限が出ているこ
とを挙げている保護者が多い。 

 

⇒北条幼稚園における有料預かり保育は、18 時半までの保育を実施している中央保育園卒

園後の選択肢の１つであることを踏まえると、保育園やこども園との差をなくしていくこ

とが求められる。 

 

 

病児・病後児保育について 

 

◆医療機関に委託し、市内１か所、１日最大６人体制で実施しているが、増設を望む声や、
利用料金が高いという自由意見が複数みられた。風邪などの流行時期に利用者が集中する
ため、「利用したくても利用できず、仕事を休んだ」という声もみられる。 

 

⇒子どもが病気のときの預け先について、検討していく必要がある。 

 

基本目標２ 子育て家庭を支援する環境づくり 
 

 

 

 

 

 

 

〔ニーズ調査からみた課題〕 
 

子どもの居場所づくりについて 
 

◆公園の整備を望む声とともに、屋内の遊び場について、未就学児には「元気な広場」があ
る一方で、小学生向けの遊び場がないという意見が多くみられた。「元気な広場」について
は、日曜～金曜日の開館となっているが、土曜日の開館を求める声や、日曜・祝日のイベ
ントの充実を望む声が複数みられた。 

 
◆「元気な広場」を「利用していない」理由として、「利用したい曜日や時間に開館（開催）
していないから」を挙げた方が１割。 

 
◆子育てしやすいまちづくりのために重要だと思う施策について、「遊び場（公園や児童館な
ど）の整備」が未就学児保護者、小学生保護者ともにもっとも割合が高く、５割前後から
回答があった。 
 

⇒公園等屋外の遊び場へのニーズが高い。屋内の遊び場については、例年齢児については、

「元気な広場」があるが、小学生以上の子どもたちの遊び場が求められている。また、「元

気な広場」については、土曜のニーズがあがっている。 

 

■基本施策 
①子どもと子育て家庭の居場所づくり 
②子育てに関わる相談・ネットワークの充実 
③経済的支援の充実 
④障害や発育・発達に関する支援 
⑤児童虐待と配偶者暴力の防止対策 
⑥ひとり親家庭等の支援 
⑦仕事と生活の調和の推進 

■基本目標２ 

子育て家庭を支援する環境づくり 
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学童クラブについて 

 

◆公設学童クラブについて、平日の保育終了時間は 18 時半、土曜の開所は月１回、日曜・

祝日は未実施となっているが、早すぎという意見や、土曜・日曜・祝日に仕事をしている

方や求職中の方から、「仕事ができない」という意見がみられた。また、「毎日利用」・「一

日利用」・「夏休み利用」の利用区分で実施しているが、長期休暇中における定員超過や、

利用料の差に対する不満の声が複数みられた。一方で、学童クラブが公設となったことで、

利用しやすくなったという好意的な声も複数みられた。 
 
⇒土曜・日曜・祝日の保育ニーズへの対応が求められる。また、利用希望者が集中する、長
期休暇中の体制への対応が求められる。 

 

 

一時保育について 
 
◆一時保育については、私立保育園・私立幼稚園・民間事業所及びファミリー・サポート・

センター会員が受け入れ先となっているが、料金が高いから気軽に預けられない、事前登

録や予約の必要性があるので、本当の緊急時に利用できないという意見が複数みられた。 

 

◆未就学児保護者について、一時保育を「利用したい」と回答した割合は 38.5%であるが、

過去１年間に利用したサービスとしては、「市内の一時預かりサービス」が 0.5％、「館山

市ファミリー・サポート・センター会員による預かり」が」2.5％、「市内の幼稚園・こど

も園の預かり保育」が 2.5％にとどまっている。 
 
⇒一時保育を利用したいというニーズはあるが、自由意見でみられた料金や利用登録の手続

きなどの問題から、実際の利用に至っていないことが考えられる。 

 

 

相談・情報提供体制について 

 

◆広報、市ホームページ、子育て応援サイト、公共施設における情報掲示板、SNS等、各種

情報提供に努めているが、発信媒体の集約化や、内容の充実を求める意見が多くみられた。

また、チラシや広報だけではなく、ホームページやアプリを活用した即時性のある情報発

信を求める声も複数みられた。 

 

◆市役所・保健センター・元気な広場等から発信する情報として、充実すべき内容・媒体と

しては、未就学児保護者では「インターネットによる子育て支援制度」がもっとも多く４

割弱、「紙媒体による子育て支援制度」が３割強。小学生保護者では、「紙媒体による子育

て支援制度」が４割強、「インターネットによるイベントや遊び場」と「インターネットに

よる子育て支援制度」と「紙媒体によるイベントや遊び場」が３割弱。 
 
⇒インターネットによる即時性の高い情報や、ポータブルサイトのような発信源の集約化が

求められている。また、インターネットだけではなく、紙媒体によるニーズもある。 
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経済的支援について 
 
◆現在、中学３年生までの子どもを対象に入院及び通院医療費の助成を実施しているが、子

ども医療費の助成について、無償化（全額助成）や、対象年齢の拡大、所得制限の撤廃な

どの意見が多くみられた。また、インフルエンザなどの予防接種、多子世帯への助成を望

む声が複数みられた。 

 

◆「子育てしやすいまちづくりのために重要だと思う施策について、「子育てへの経済的支援

の充実」に回答のあった割合は、未就学児保護者、小学生保護者ともに４割弱。 
 

⇒経済的支援を求める中で、特に子どもの医療費助成の充実を望む声が多い。 

  
 

基本目標３ 子どもが健康に育つための環境づくり 

 

 

 

 

〔ニーズ調査からみた課題〕 

 

医療環境について 

 

◆市内の小児科の夜間・休日の医療の確保を望むご意見が多くみられた。 

 

◆子育てしやすいまちづくりのために重要だと思う施策について、「小児医療体制の充実」と

回答があったのは、未就学児保護者の５割弱、小学生保護者の４割強。 
 

⇒夜間・休日の医療体制の確保が求められている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■基本目標３ 

子どもが健康に育つための環境づくり 

 

■基本施策 

①母親と子どもの健康づくり 

②「食育」の推進 

③子どもの健康維持のための適切な医療環境の構築 
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基本目標４ 親と子が地域で成長する環境づくり 
 

 

 

 

 

 
〔ニーズ調査からみた課題〕 

 
学習機会の提供について 
 

◆放課後子供教室をはじめ、多様な学習機会の提供に努めているが、自由意見からは放課後

の学習支援を求める声があった。また、習い事へ通うための送迎サービスを望む意見が複

数みられた。小学生について、放課後の過ごさせたい場所として「習い事」を回答した割

合は、低学年のときは３割強、高学年のときは４割弱となる。 
 

⇒学習塾のような基礎学力の向上に向けた取組みや、習い事への送迎ニーズがある。 

 

 

家庭や地域の教育力について 
 

◆父親学級の取組みの強化や、父親向けの育児相談・講座など、父親を対象にした支援を望

む意見が複数みられた。 
 

⇒父親向けの取組みの強化が求められている。 

 

 

基本目標５ 子どもが育つ安全安心の環境づくり 
 

 

 

 

 

〔ニーズ調査からみた課題〕 

 

子どもの安全確保について 

 

◆自由意見では、歩道や街灯の整備を求める意見が多くみられた。 

 

⇒歩道やガードレール、街灯などの道路の整備が求められている。 

 

 

■基本施策 

①子どものための教育環境の整備 

②多様な学習機会の提供 

③家庭や地域の教育力の向上 

④次代の親の育成 

⑤子どもを取り巻く環境改善の推進 

 

 

■基本目標４ 

親と子が地域で成長する環境づくり 

■基本施策 

①子どもの安全確保 

②子育てに配慮した生活環境の充実 

③地域で育む元気な親子 

 

■基本目標５ 

子どもが育つ安全安心の環境づくり 


